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2005 年 3 月 19 日（土）、第 24

回日本語教育方法研究会が東京工業

大学で開催されました。久々の事務

局と開催校が重なった会となりまし

た。

仁科会長はじめ、小島先生、東京

工業大学スタッフの皆さま、大変お

世話になりました。

前日 3 月 18 日に、運営委員会が

開催されました。研究会当日には臨

時総会が開かれました。内容につい

ては、このレターの記事をご覧くだ

さい。 
なお、次回の研究会は、2005 年

9 月 17 日（土）徳島大学において開

かれます。四国で開催される初の研

究会となります。みなさまふるって

ご参加ください。

開催を終えて>

小島 聡 

（東京工業大学）>

今年の春の研究会は 3 月 19 日

（土）に東京工業大学で開かれまし

た。東工大での開催は 1994 年以来

2 回目です。今回は 3 年前に竣工し

た西 9号館で行いました。

発表は全部で 28 件あり、参加し

た会員数は約100名でした。口頭発

表会場は最新設備のデジタル多目的

ホールでご満足いただけたのではな

いかと思います。一方、ポスター発

表会場はパネルの配置がやや窮屈で、

隣の発表との間隔が十分ではなかっ

たようです。参加者の皆様には狭い

中で議論していただくことになって

しまい、申し訳ありませんでした。

今回は研究発表のほか、総会で

会則変更を認めていただくという大

きな仕事がありました。１年半前か

らの懸案で、無事承認していただく

ことができてホッとしました。個人

的には、これが一番うれしいことで

した。変更点については、このニュ

ースレター内で別途説明します。

いろいろと至らない点があった

と思いますが、多くの方々の献身的

な働きのおかげで無事終了すること

ができました。ご協力本当にどうも

ありがとうございました。

次回開催にあたって>

大石寧子

（徳島大学）

次回は、9月 17 日(土)に初めての

四国地区での開催となります。初め

ての試みに大いに不安はあるものの、

四国地区もやっと仲間入りが果たせ

たという思いもあり、徳島大学でお

引き受けすることになりました。徳

島大学は２つのキャンパスがありま

すが、常三島（じょうさんじま）キ

ャンパスで行います。

徳島へは、飛行機で東京から約

1 時間、関西の各地より高速バスが

出ていて、例えば神戸からですと 1

時間 40 分程度です。常三島キャン

パスは、空港からリムジンバスで約

20 分（大学前で下車）、徳島駅から

は、車で約 10 分のところにありま

す。皆様がお考えになっているより

は、かなり近いのではと思います。

これを機会に四国内での大学間の連

携を更に強化すると共に徳島での日

本語教育の啓発になればと思ってお

ります。東京、阪神地区はもとより

各地からの参加、発表を大いに期待

しております。

また日本語教育と共にこの機会に

是非四国各地や徳島のよさを味わっ

ていただければと思います。夏の吉

野川や祖谷（いや）のかずら橋、鳴

門の渦潮、藍で栄えたうだつの町並

み、海がめの産卵地･日和佐（ひわ

さ）などなど、研究会の後に憩いの

ひと時も是非持っていただければと

思っております。
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会則が変更されました>

（重要なお知らせ） 

3 月 19 日の総会で、会則変更が

承認されました。主な変更点は次の

２点です。

１．会長選挙 

 旧 会員による直接投票 

 新 運営委員会による選出 

２．運営委員 

 旧 会長が委嘱する 

 新 自薦・他薦により候補者を募

り運営委員会で審議する 

会長も運営委員も最終的には総会

の承認が必要なことは、これまでの

会則と変わっていませんが、運営委

員会の役割が大幅に強化されていま

す。運営委員会のメンバーが固定化

されると会の発展にはマイナスとな

りますので、適任者があれば積極的

に推薦してくださいますよう、お願

いいたします。

なお、会則の全文は

http://www.ryu.titech.ac.jp/̃jle

m/pdf/kaisoku.pdf

にアップロードしてあります。

（事務局 小島聡）

会費納入について

振込先：（郵便局）

記号 10140

番号 69076511

 加入者名： 
 日本語教育方法研究会

＊ご注意

この口座は電信払込しかご利用いた

だけません。

名前を先にお書きください

会費は 3000 円です。

＊2 年間未納の場合は自動的に除名

となります。

問い合わせ先：

jlem@ryu.titech.ac.jp 


